
主  な  内  容   
                

■ ■ 市民に信頼される新しい
　　　　  　　　　  行政経営を目指して    
■■    パパ・ママ応援ショップ
■  ■  はたらふれあい館オープン  
■  ■  My Town Topics
■  ■  情報ひろば
■  ■  みんなの健康
■  ■  心の広場
■  ■  男女共同参画
■  ■  夢なかるべからずＮＥＷ！
■  ■  ガーデンシティニュース

４４月月 16№
毎月1日発行
April.2007

笑顔あふれる深谷市を目指して
平成 19 年度
　　 当初予算概要を発表

特集

深谷市の人口と世帯   
                
■  人口　148,194（ー 54）
■  男性　  74,044（－   6）
■  女性　  74,150（－ 48）   
■  世帯　  52,448（＋ 69）

■  平成 19年 3月 1日現在（前月比）
　  （外国籍のかたも含みます）

新連載　深谷新人物伝「夢なかるべからず　炎のような日本人・中島由夫氏」
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表１　会計別予算一覧
※一般会計
市の会計の中心で、市
の基本的な経費をまか
なう会計です

※特別会計
特定の資金で、一般会
計と区別して事業を行
う会計です

※企業会計
民間企業のように、そ
の事業だけで独立採算
を図る会計です

※△はマイナスを表します
※前年度予算額は、当初予
算が骨格的予算であっ
たため、6月補正後の数
値を使用しています

区　　　　　　　分 本年度予算額 前年度予算額 比　　　　　　　較
一　　般　　会　　計 41,055,000 41,911,299 △ 856,299 △ 2.0

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 13,588,779 12,570,147 1,018,632 8.1
老 人 保 健 特 別 会 計 9,677,259 10,072,401 △ 395,142 △ 3.9
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 1,475,095 2,166,245 △ 691,150 △ 31.9
国済寺土地区画整理事業特別会計 658,612 643,032 15,580 2.4
岡中央土地区画整理事業特別会計 212,975 279,071 △ 66,096 △ 23.7
武川中央土地区画整理事業特別会計 13,878 28,979 △ 15,101 △ 52.1
小前田駅北西部土地区画整理事業特別会計 150,667 315,303 △ 164,636 △ 52.2
浄化槽市町村整備推進事業特別会計 ー 25,748 △ 25,748 皆減
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,139,974 1,066,942 73,032 6.8

小　　　　　計 26,917,239 27,167,868 △ 250,629 △ 0.9
企
業
会
計

下 水 道 事 業 会 計 3,315,996 3,953,041 △ 637,045 △ 16.1
水 道 事 業 会 計 4,242,756 4,754,880 △ 512,124 △ 10.8

小　　　　　計 7,558,752 8,707,921 △ 1,149,169 △ 13.2
合　　　　　計 75,530,991 77,787,088 △ 2,256,097 △ 2.9

（単位：千円・％）

深谷市一般会計予算 歳入･歳出の内訳

歳 入
410億5,500万円 

歳 出
410億5,500万円 

市税
190億3,410万9千円

（46.4%）

地方交付税
52億7,001万3千円
（12.8%）

国庫支出金
34億4,892万5千円

（8.4%）

市債
22億9,440万円
（5.6%）

繰入金
16億6,600万円
（4.0%）

県支出金
16億1,723万1千円

（4.0%）

繰越金
15億円
（3.6%）

分担金及び負担金
13億1,685万9千円

（3.2%）

地方消費税交付金
13億1,191万6千円

（3.2%）

諸収入
10億1,296万4千円

（2.5%） その他
25億8,258万3千円

（6.3%）

民生費
131億34万7千円
（31.9%）

総務費
61億8,443万3千円
（15.1%）土木費

57億5,841万1千円
（14.0%）

教育費
41億1,920万1千円
（10.0%）

公債費
35億2,637万8千円

（8.6%）

衛生費
33億7,344万3千円

（8.2%）

消防費
20億312万6千円
（4.9%）

農林水産業費
17億3,324万5千円

（4.2%） その他
12億5,641万6千円

（3.1%）

平成1 9年度施政方針－すべての市民の幸福のため夢を持ってまちづくりを－

深谷市長
新井  家光

　

新
深
谷
市
が
誕
生
し
、
２
年
目
の

春
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
市
民
皆
様
の
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
順
調

な
市
政
運
営
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
は
、
平

成
18
年
度
の
実
績
を
踏
ま

え
、
新
市
と
し
て
築
き
始

め
た
基
盤
を
さ
ら
に
強
固

な
も
の
と
し
、
未
来
へ
と

発
展
さ
せ
て
い
く
極
め
て
重

要
な
年
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
現
在
、
市
政
運

営
の
根
幹
と
な
る
、
総
合
振
興
計
画

の
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

総
合
振
興
計
画
は
、
本
市
に
お
け
る

最
上
位
計
画
と
し
て
、
本
年
12
月
の

議
会
上
程
を
目
標
に
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
深
谷
市
行
財
政
改
革
大

綱
」
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
を
強

力
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
推
進
は
、
行
政
だ

け
で
は
な
く
、
市
民
皆
様
の
ご
理
解

が
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
教
育
と

福
祉
が
創
造
的
に
連
携
し
た
、

人
づ
く
り
と
し
て
の
「
深
谷

モ
デ
ル
」
を
確
立
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
教
育

研
究
所
を
中
心
と
い
た
し

ま
し
て
、「
深
谷
ブ
ラ
ン
ド
」

の
教
育
に
つ
い
て
研
究
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
の
地
方
公
共
団
体
を

取
り
巻
く
社
会
・
経
済
情
勢
な

ど
は
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
す
べ
て
の
深

谷
市
民
の
幸
福
の
た
め
、
私
は
夢
を

持
っ
て
、
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り

組
み
、
力
強
く
前
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
、
市
の
根
幹
を
な
す
市
税
は
、
１
９
０
億
３
，

４
１
０
万
９
千
円
（
構
成
比
46
・
４
％
）
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、「
主
な
事
業
予
算
」（
４
・
５
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

特集 平成19年度当初予算概要平成19年度当初予算概要

総額  755億3,099万１千円総額  755億3,099万１千円 （前年度比2.9％減）（前年度比2.9％減）

  

平
成
19
年
度
当
初
予
算
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
確
保
を
図
り
な

が
ら
、
深
谷
市
が
自
主
自
立
し
持
続

的
に
発
展
で
き
る
基
盤
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
新
市
建
設
計
画
に
掲
げ

た
施
策
の
着
実
な
実
施
を
基
本
に
編

成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
19
年
度
の
当

初
予
算
の
総
額
は
、
７
５
５
億
３
，

０
９
９
万
１
千
円
（
前
年
度
比

２
・
９
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。　

　　

内
訳
は
、
次
の
通
り
で
す
。

■
一
般
会
計

４
１
０
億
５
，
５
０
０
万
円

　
（
前
年
度
比
２
・
０
％
減
）

■
特
別
会
計

２
６
９
億
１
，
７
２
３
万
９
千
円

　
（
前
年
度
比
０
・
９
％
減
）

■
企
業
会
計

75
億
５
，
８
７
５
万
２
千
円

　
（
前
年
度
比
13
・
２
％
減
）

その他
121,983円教育費

27,796円

土木費
38,857円民生費

88,400円

歳出
277,036円

市税計
128,440円

市たばこ税
6,116円

都市計画税
3,307円 その他

1,467円

市民の皆さん1人当たりが負担する税金
※一般会計予算（人口は3月 1日現在の148,194人で換算）

市民の皆さん1人当たりに使われるお金
※一般会計予算（人口は3月 1日現在の148,194人で換算）

市民税
61,540円

固定資産税
56,010円
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■地球温暖化対策事業 ………………………………………………………………… 1,797万円
地球温暖化対策の一環として、家庭用太陽光発電システムの設置費に対して補助金を交付し
ます。
■ごみ収集委託事業 ……………………………………………………………… 4億 2,844万円
全市的にごみの収集方式の統一を図ります。
■通学路安全対策事業 ………………………………………………………………… 1,633万円
「第 8次交通安全計画」に基づき、通学路における交通安全施設の重点整備を進めます。
■青淵公園整備事業 ……………………………………………………………… 1億 1,000万円
植栽、給排水、園路広場などの整備工事を行います。

豊かな自然と快適な生活環境の創造

「新市建設計画」の7つの基本方針から、平成19年度の歳出の主要事業につい
てご紹介します。

平成１９年度の主な事業と予算を紹介します平成１９年度の主な事業と予算を紹介します平成１９年度の主な事業と予算を紹介します

 安心して暮らせる福祉のまちの創造
■障害者支援事業 ………………………………………………………………… 8億 8,934万円
成年後見制度の利用支援や、障害者の施設訓練・居宅生活の支援を行います。
■こども医療費支給事業 ………………………………………………………… 2億 7,537万円
通院・入院にかかる医療費の給付を、小学校６年生まで行います。
■後期高齢者医療事業 ………………………………………………………………… 3,826万円
平成 20 年 4月から開始となる 75 歳以上のかたを対象とする新医療制度に向けた準備経費です。
■健康なまちづくり推進事業 …………………………………………………………… 720万円
市民公開講座、市民健康大学の開催による健康増進の普及促進のほか、笑いと健康をテーマ
とした講演会を開催します。

     次代を担う人と文化を育むまちの創造

■大学設置補助事業 ……………………………………………………………… 6億 8,500万円
平成 20 年 4月に開校予定の（仮称）東都医療大学建設に対する補助金です。
■国際化教育推進費 …………………………………………………………………… 5,589万円
小・中学校への英語指導助手の配置により、充実した英語指導ができる環境づくりを進
めます。
■少人数指導事業 ……………………………………………………………………… 2,969万円
各小学校へ学習支援員を配置し、きめ細かな学習支援を行います。

■特産物ＰＲ事業　………………………………………………………………………… 458万円
農作物のブランド化に向けた PRや煮ぼうとう食材としての活用促進を行います。
加えて、ジャパンフラワーフェスティバルさいたま 2007 で花

か

卉
き

の PRを行います。
■基盤整備促進事業　…………………………………………………………………… 6,441万円
平成 17 年度から 3か年事業として、櫛挽北東部地区の排水路整備を進めています（本年度
事業完了予定）。
■深谷のまつり補助事業　……………………………………………………………… 2,756万円
深谷まつり、七夕まつり、コスモス祭、重忠まつりなどに対する補助金です。

     活力とにぎわいあふれる産業の創造

便利で住みよい魅力ある都市の創造
■市内循環バス運行事業　……………………………………………………………… 3,250万円
新市における循環バスの再編について検討します。それまでの間は、現行の形態を基本に運
行します。
■電線類地中化事業（単独・補助）……………………………………………… 2億 7,300万円
駅前の都市景観や防災機能の向上のため、市道の電線類地中化を行います。
■老朽管更新事業　………………………………………………………………… 5億 7,657万円
安全で安心な水道水の供給維持のため、引き続き石綿セメント管の更新を行います。

公正・公平で開かれた行財政運営の推進

■総合振興計画関係費　…………………………………………………………………… 964万円
総合振興計画および国土利用計画の策定を行います。
■住環境ユニバーサルデザイン化促進事業　………………………………………… 3,104万円
子どもや高齢者、障害者など、誰もが安心で快適な暮らしが送
れるよう住まいのユニバーサルデザイン化に対して、助成金を
交付します。

UNIVERSAL DESIGN

■中学生海外派遣事業　…………………………………………………………………… 393万円
市内の中学校生徒を、アメリカ・フリーモント市へ派遣します。
■ガーデンシティ推進事業　…………………………………………………………… 2,300万円
「第 4回ふかや花フェスタ」の開催やガーデニングの普
及啓発により、市民参加のまちづくりによる美しい街
並みの実現と、花の産地深谷のイメージアップを図り
ます。

参画と交流による市民が主役のまちの創造
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市
民
に
信
頼
さ
れ
る
新
し
い
行
政
経
営
を
目
指
し
て

市
で
は
、
健
全
な
行
財
政
運
営
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、
平
成
21
年
度
ま
で
の
取
り
組
み
を
定
め
た
「
深
谷
市
行

財
政
改
革
大
綱
」
お
よ
び
「
深
谷
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
経
営
的
手
法
の
活
用
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
行
財
政
改
革
に
主
体
的
に
取
り

組
み
、「
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
新
し
い
行
政
経
営
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

行財政改革の考え方計画内容に市民意向を反映

答申書を手渡す行財政改革推進委員会の國
くに

吉
よし

会長

昨年８月に、公募の委員を含む行財
政改革推進委員会を設置して意見を求
め、審議を重ねていただいた結果、去
る２月23日に答申がなされました。
なお、11月には行財政改革大綱（素
案）を公開して市民の皆さんから意見
を募集し、市民意向を反映しながら策
定を進めてきました。

深谷市行財政改革大綱・深谷市行財政改革推進計画　　（集中改革プラン）を策定しました。
計画期間は、平成19年度から21年度の３年間です。

❶人材の育成
　これからの行政経営を担う職員の育成と職務遂行能力の開発を図
るため、研修制度を充実します。
　また、職員のやる気を引き出す人事評価制度を構築するとともに、
適材適所の職員配置と、人事異動の適正化に努めます。
　◎人材育成基本方針の活用　◎新人事評価制度の導入、構築　など
❷人事管理の適正化
　団塊世代の職員の大量退職への対応、安定的で継続的な行財政運
営のための職員採用などの観点から、定員適正化計画の進行管理を
行います。
　また、給与水準の適正化を図り、総人件費の抑制に努めるととも
に、人事評価の結果を反映した給与制度への転換に取り組みます。
◎定員適正化計画の進行管理　など

❶市民サービスの向上
　さまざまな機会を通じて市民ニーズの把握に努め、市民意向を市政運営に反映
していきます。
　また、窓口事務の改善に努め、サービスの迅速化や窓口対応の改善を進めると
ともに、行政手続きのオンライン化など、電子自治体の構築を進めます。
◎窓口対応の改善　◎地域情報化計画の策定　など
❷民間活力の活用
　行政関与の必要性やコスト削減の可能性、民間のノウハウ活用によるサービス
向上などについて検討し、民間委託を推進します。
◎民間委託の総点検　◎指定管理者制度の活用　など
❸事務事業の見直し・統合・廃止
　　効率的・効果的な事業実施のため、事務事業の見直しを行い、統廃合を進めます。
◎事務事業の見直し　など

❶自主財源の確保
　　納税指導の強化などにより、市税などの収納率の向上を図ります。
　また、新しい財源確保の手段についても検討を進めるとともに、受益と負担の
公平を図るため、使用料・手数料を見直します。
◎納税相談窓口の設置　◎広告料収入の導入　◎使用料・手数料の見直し　など
❷歳出の抑制と適正化
　経常的な経費の節減に努めるとともに、補助金の抜本的な見直しを行い、透明
で公平な補助金制度を構築します。
　　また、外郭団体や地方公営企業については、経営の健全化を図ります。
◎補助金制度の抜本的な見直し　◎外郭団体の健全な経営体制の構築　など
❸計画的な財政運営
　健全な財政運営を維持するため、長期的な財政計画を策定するとともに、財
政状況を市民に分かりやすく公表します。
◎長期的な財政計画の策定　◎財政状況の公表　など

❶行政経営システムの確立
　行政評価制度とＩＳＯ９００１の一体化
を進め、成果志向の新しい行政経営システ
ムの構築を図ります。
◎総合マネジメントシステムの構築　など
❷「新しい公共」の創出
　市民と行政との協働のため、市政運営の
透明性の向上と、市民との情報共有を進め
ます。
　また、「新しい公共」の担い手の育成の
ため、市民のさまざまな地域活動の自主的
な活動の活性化を図ります。
◎パブリックコメント制度の導入　◎市民
活動団体の自立支援（市民活動センターの
設置）　など

❶機能的な組織編制
　市民ニーズの多様化に的確に対応し、
効率的、効果的に業務を推進できるよ
う、組織・機構を再編します。
　また、庁内組織の機能性の向上を図
るため、庁内における分権化を推進し、
管理職の役割の明確化を図ります。
◎市民に分かりやすい組織編制　◎カ
ンパニー組織への移行（部長への権限
委譲）　など

❷既存の公共施設の有効活用
　既存の公共施設の適正配置に努める
とともに、類似した公共施設等の廃止・
統合を検討します。
◎公共施設の総点検　など

組織の改革システムの改革

財政の改革

人の改革

サービスの改革

社会経済環境の大きな変化に対応し、県北の中核的な自立都
市を目指して持続的に発展していくには、前例踏襲型の行財政
運営から行政経営という考え方に転換していく必要がありま
す。
行政経営とは、よりよいサービスを効率的、効果的に市民に
提供するという行政の使命を果たすため、人・モノ・カネ・情
報という限られた資源を最大限に活用し、成果志向・顧客志向
を基本として、迅速性とコスト意識に根差した行財政運営を進
めるという考え方です。

問
い
合
わ
せ　

行
財
政
改
革
推
進
室

（
☎
５
５
１
ー
３
７
１
１
）
へ

※行財政改革大綱、行財政改革推進計画の詳細は、市政
情報コーナーおよび市ホームページ（ http://www
.city.fukaya.saitama.jp/）でご覧いただけます

行財政改革のための４つの視点と５つの柱
「市民に信頼される新しい行政経営」の実現に向けて、「顧客
志向」、「行政経営資源の有効活用」、「安定性と持続可能性の確
保」、「市民・民間との役割分担と連携」の４つを改革の視点と
し、さらに改革の柱として「人の改革」、「組織の改革」、「シス
テムの改革」、「サービスの改革」、「財政の改革」の５つを掲げ、
改革の具体化を図ります。

推進計画は、５つの改革の柱のもとに、75項目の施策を定
めています。
中でも、重要な施策の一つである「定員適正化計画の進行
管理」については、平成19年度から平成21年度の３年間に
30人以上を削減することとしています。これにより、合併前
の平成17年度を基準とした場合、平成21年度までの５年間
で100人以上の職員削減となります。

行財政改革推進計画
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旧
幡
羅
公
民
館
跡
地
（
東
方

１
７
１
０
ー
２
）
に
世
代
間
交
流
セ

ン
タ
ー
「
は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

交
流
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
18
年
度
宝
く
じ
助

成
を
受
け
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
を
左
記
期
間
、
一
般

開
放
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
一
般
開
放
期
間　

４
月
25
日
㈬
〜
５

月
25
日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
な
お
、
５
月
26
日
㈯
以
降
の
ご

利
用
に
つ
い
て
は
、
く
ら
し
い

き
い
き
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

主
な
施
設　

多
目
的
ホ
ー
ル
（
60

人
）、ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
８
人
）、

和
室
（
20
人
）
※
か
っ
こ
内
は
お

お
よ
そ
の
収
容
人
数

問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
い
き
い
き

課
地
域
振
興
係
（
☎
５
７
４
ー

６
６
３
３
）
へ

世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館
」
オ
ー
プ
ン

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

職
業
能
力
の
開
発
の
た
め
の
講
座

を
受
講
し
た
と
き
に
、
受
講
料
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

■
対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
母
子

家
庭
の
母
（
児
童
扶
養
手
当
に
準

じ
た
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

■
対
象
講
座　

雇
用
保
険
制
度
に
お

け
る
教
育
訓
練
給
付
の
指
定
教
育

訓
練
講
座
ほ
か

■
支
給
額　

受
講
の
た
め
支
払
っ
た

費
用
の
40
％
に
相
当
す
る
額
（
上

限
20
万
円
。
40
％
相
当
額
が
８
，

０
０
０
円
を
超
え
な
い
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
）

※ 

受
講
講
座
・
受
給
要
件
な
ど
に
つ

い
て
、
必
ず
事
前
に
児
童
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
制
度

子
育
て
家
庭
優
待
制
度　

パ
パ･

マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ

市
で
は
、
県
と
連
携
し
、
５
月
か
ら
、
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
、
ま
た
は
妊
娠
中
の
か
た
の
い
る
家
庭

を
対
象
に
、
協
賛
店
舗
な
ど
で
商
品
割
引
な
ど
の
優
待
が
受
け
ら
れ
る
、「
パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
」

事
業
を
始
め
ま
す
。

市
か
ら
対
象
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
「
パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
優
待
カ
ー
ド
」
を
、
協
賛
店
舗
な
ど
に

提
示
す
る
こ
と
で
、
代
金
割
引
、
ポ
イ
ン
ト
追
加
、
無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
優
待
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
こ
の
カ
ー
ド
は
県
内
全
域
の
協
賛
店
舗
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

優
待
カ
ー
ド
の
配
布
方
法

市
内
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
に
お
子
さ
ん
が
通
っ
て
い

る
家
庭
＝
４
月
末
ま
で
に
各
保

育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

か
ら
お
子
さ
ん
に
配
布
し
ま
す

そ
れ
以
外
の
お
子
さ
ん
ま
た
は
妊

娠
中
の
か
た
の
い
る
家
庭
＝
児

童
課
、
各
総
合
支
所
福
祉
健
康

課
で
配
布
し
ま
す
。
お
越
し
の

「
パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
」

協
賛
店
舗
を
募
集
し
ま
す

　
「
パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ

プ
」
優
待
カ
ー
ド
を
提
示
し
た

子
育
て
家
庭
に
、
代
金
割
引
、

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
へ
の
ポ
イ
ン

ト
加
点
、
無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
優
待
を
し
て
い
た
だ
け
る
お

店
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法　

児
童
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
福
祉
健
康

課
で
配
布
す
る
「
パ
パ
・
マ

マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
協
賛
申
込

書
」（
市
ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）
に
所
定
の
事
項
を

記
入
の
上
、
同
課
に
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

児
童
課
（

☎
５
７
４
ー
６
６
４
６
・

５
７
４
ー
６
６
６
７
・

jid
o
u
@
city.fu

kaya.s
aitam

a.jp

）
へ

優待カード

設
な
ど
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
優
待
カ
ー
ド
と
一

緒
に
配
布
さ
れ
る
「
協
賛
店
舗
等
一

覧
」や
、市
ま
た
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.fukaya.saita

m
a.jp/

埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.sa
ita
m
a

.lg
.jp
/A
0
3
/B
F
0
0
/ko
so
d
a
te
/

ko
so
d
a
te
1
.h
tm

市
で
は
、
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
を
対
象
と
し
た
新
た
な
支
援
制
度

と
し
て
、「
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」
お
よ
び
「
高
等
技
能
訓
練

促
進
費
」
を
支
給
す
る
制
度
を
４
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、
２
月
28

日
に
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
の
名

付
け
親
賞
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
、

幡
羅
小
学
校
の
吉よ

し

村む
ら

美み

咲さ
き

さ
ん
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
公
募
で
４
２
３
通
の
応
募

が
寄
せ
ら
れ
た
中
か
ら
、
多
く
の

人
に
長
く
親
し
ま
れ
る
名
称
と
し

て
、「
は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館
」
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

「
は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館
」
の
名
付
け
親

対
象
と
な
る
家
庭

中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
持
つ

家
庭
お
よ
び
妊
娠
中
の
か
た
の
い

る
家
庭

特
典
内
容

代
金
割
引
、
ポ
イ
ン
ト
追
加
、
無
料

サ
ー
ビ
ス
な
ど
（
内
容
は
、
協
賛
店

舗
、
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

際
は
、
健
康
保
険
証
、
こ
ど
も

医
療
費
受
給
資
格
証
、
母
子
手

帳
な
ど
、
お
子
さ
ん
お
よ
び
保

護
者
の
か
た
の
住
所
、
生
年
月

日
が
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
母
子
手

帳
交
付
時
に
も
配
布
し
ま
す
。

４
月
下
旬
ご
ろ
配
布
を
開
始
す

る
予
定
で
す

協賛ステッカー

協
賛
店
舗
な
ど
の
情
報

　

優
待
カ
ー
ド
は
下
の
協
賛
ス
テ
ッ

カ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
店
舗
、
施

高
等
技
能
訓
練
促
進
費

看
護
師
な
ど
の
資
格
を
取
得
す

る
た
め
の
養
成
機
関
で
修
業
中

の
一
定
期
間
支
給
し
ま
す

■
対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
母
子

家
庭
の
母
（
児
童
扶
養
手
当
に
準

じ
た
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

■
対
象
資
格　

看
護
師
、
介
護
福
祉

士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
ほ
か

■
支
給
期
間　

修
業
期
間
の
最
後
の

３
分
の
１
に
相
当
す
る
期
間
（
上

限
12
か
月
）

■
支
給
額　

月
額
１
０
３
，
０
０
０
円

※
受
給
要
件
の
審
査
の
た
め
、
必

ず
事
前
に
児
童
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

児
童
課

（
☎
５
７
４
ー
６
６
４
６
）
へ
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し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

開
発
指
導
課
（
☎
５
７
４
‐
６
６

　

５
５
）
へ

都
市
計
画
に
関
す
る

都
市
計
画
に
関
す
る

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

　

県
が
決
定
す
る
都
市
計
画
の
案
を

作
成
す
る
に
当
た
り
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
た
め
、

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
内
容

　

深
谷
都
市
計
画
「
住
宅
市
街
地
の

開
発
整
備
の
方
針
」

■
と
き

　

５
月
16
日
㈬
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ

　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
深
谷

公
民
館

■
公
述
（
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る

こ
と
）
の
申
し
込
み

公
述
申
出
書
を
４
月
27
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
都
市
計

画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

公
述
申
出
書
の
様
式
は
次
の
閲
覧
場

所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

※
希
望
者
が
多
い
場
合
は
選
定
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
申
し
出

が
な
い
場
合
に
は
、
公
聴
会
は
中

止
と
な
り
ま
す

所
の
係
員
に
申
し
出
れ
ば
点
字
で
の

投
票
が
で
き
ま
す
。

■
投
票
所
の
変
更

　

48
投
票
所
の
う
ち
、
第
６
投
票
所

と
第
18
投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

第
６
投
票
所
は
、
藤
沢
小
学
校
体

育
館
内
が
、
藤
沢
公
民
館
内
に
変
更

に
な
り
ま
す
。ま
た
第
18
投
票
所
は
、

明
戸
地
区
体
育
館
内
が
、
明
戸
小
学

校
体
育
館
内
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

と
な
り
ま
す
（
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
か
た
は
自
己
負
担
が
免
除
さ

れ
ま
す
）

■
業
者
選
択

　

申
請
時
に
、
お
む
つ
サ
ー
ビ
ス
指

定
事
業
者
３
社
の
う
ち
１
社
を
お

選
び
く
だ
さ
い

■
支
給
対
象
者　

　

要
介
護
認
定
４
ま
た
は
５
お
よ
び

重
度
心
身
障
害
児
者

■
そ
の
他

　

申
請
月
の
翌
月
か
ら
支
給
と
な
り

ま
す

■
問
い
合
わ
せ

　

長
寿
福
祉
課
（
☎
５
７
４
‐
６
６

　

４
５
）、
岡
部
福
祉
健
康
課
（
☎

５
８
５
‐
２
２
１
４
）、
川
本

福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
３
‐

２
５
３
２
）、
花
園
福
祉
健
康
課

（
☎
５
８
４
‐
１
１
２
３
）
へ

介
護
保
険
自
己
負
担
額
の
一
部

介
護
保
険
自
己
負
担
額
の
一
部

助
成
対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て

助
成
対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
を
利
用
し
て
い
る
低

所
得
の
か
た
に
は
、
１
割
の
自
己
負
担

額
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
の
対
象
と
な
る
か
た
は
、
表

の
条
件
を
満
た
す
か
た
で
、
４
月
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
分
か
ら
介
護
保
険
料

■
閲
覧
場
所

　

都
市
計
画
課
（
市
役
所
南
別
館
2

階
）、
県
住
宅
課
、
県
熊
谷
県
土

整
備
事
務
所

■
閲
覧
期
間

　

４
月
16
日
㈪
〜
27
日
㈮
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
〠
３
６
６
‐
０
８

２
２
・
深
谷
市
仲
町
18
‐
７
・
☎

５
７
４
‐
６
６
５
４
）、
県
住
宅
課

（
☎
０
４
８
‐
８
３
０
‐
５
５
７
１
・

http:/w
w
w.pref.saitam

a.lg.jp
/A10/BH

00/m
ain/jyutakum

enu
.htm

）
へ

お
む
つ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

お
む
つ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

変
更
に
つ
い
て

変
更
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
、
お
む
つ

サ
ー
ビ
ス
事
業

の
内
容
が
、
次

の
通
り
変
更
に

な
り
ま
す
。

■
変
更
内
容

①
利
用
者
の
希
望
す
る
お
む
つ
を
、

月
１
回
配
送
に
よ
り
支
給
し
ま
す

②
支
給
限
度
基
準
額
は
、
１
月
に
つ

き
１
人
当
た
り
５
，
０
０
０
円
と

し
て
支
給
額
の
１
割
が
自
己
負
担

ま
す

■
問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み

政
策
推
進
課
（
☎
５
７
４
‐
８
０
９

６
）
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
土
・
日

曜
日
は
除
き
ま
す
。
後
日
、
本
人
あ

て
に
所
定
の
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す

※ 

平
成
17
年
度
お
よ
び
18
年
度
中
に

「
深
谷
市
人
材
バ
ン
ク
」
に
登
録

さ
れ
た
か
た
は
、
再
登
録
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
（
平
成
16
年
度
に

登
録
さ
れ
た
か
た
は
、
登
録
更
新

の
年
度
に
な
り
ま
す
の
で
、後
日
、

通
知
を
郵
送
し
ま
す
）

都
市
計
画
法
が

都
市
計
画
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
18
年
５
月
31
日
に
都
市
計
画

法
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
都
市
計

画
法
の
許
可
が
不
要
と
さ
れ
て
き
た

医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
、
学
校

な
ど
を
目
的
と
し
た
開
発
行
為
（
区

画
の
変
更
や
造
成
な
ど
）
や
建
築
行

為
が
規
制
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
た
な
規
制
が
実
施
さ
れ

る
の
は
、
平
成
19
年
11
月
30
日
㈮
か

ら
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
施
設
な
ど
の
新
築
、
移
転
、

増
改
築
、
施
設
の
用
途
変
更
な
ど
の

予
定
が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に
相
談

人
材
バ
ン
ク
に

人
材
バ
ン
ク
に

登
録
し
て
く
だ
さ
い

登
録
し
て
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政

参
加
促
進
と
、
専
門
知
識
や
能
力
を

市
政
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
「
深

谷
市
人
材
バ
ン
ク
」
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

「
深
谷
市
人
材
バ
ン
ク
」
に
登
録
し

て
い
た
だ
い
た
か
た
に
は
、
各
種
審

議
会
へ
の
参
加
や
講
演
会
・
講
習
会

な
ど
の
講
師
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

募
集
分
野
は
、
教
育
・
文
化
・
法

律
経
済
・
医
療
・
建
築
・
地
域
活
動
・

消
費
生
活
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

■
次
の
よ
う
な
か
た
を
募
集
し
ま
す

○
各
分
野
の
識
見
を
お
持
ち
の
か

た
、
な
ら
び
に
有
資
格
者

○ 

個
人
・
勤
務
先
・
各
種
団
体
な
ど
で

社
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
た

○ 

市
政
や
地
域
の
発
展
に
熱
意
を

持
っ
て
貢
献
で
き
る
か
た

■
応
募
用
件

20
歳
以
上
で
、
原
則
と
し
て
市
内

に
在
住
在
勤
ま
た
は
活
動
の
場
を

お
持
ち
の
か
た

■
第
１
次
募
集
期
間

　

４
月
27
日
㈮
ま
で

※
そ
の
後
も
随
時
募
集
を
受
け
付
け

第
３
段
階
の
か
た
も
助
成
の
対
象
と

し
、
自
己
負
担
額
の
４
分
の
１
の
助

成
を
し
ま
す
。

対象者
（介護保険料段階） 助成割合 対象サービス

第１段階のかた
（生活保護を受けて
いるかたを除く） １／２

・デイサービス、ホームヘ
ルパーなどの介護保険の
在宅サービス（住宅改修
費・福祉用具購入費の支
給、特定施設入居者生活
介護を除く）

※特別養護老人ホームな
どの施設に入所してい
るかたは対象外となり
ます

第２段階のかた

第３段階のかた
（４月利用分から） １／４

■
申
請
方
法
お
よ
び
申
請
場
所

各
サ
ー
ビ
ス
の
領
収
書
を
お
持
ち

の
上
、
長
寿
福
祉
課
お
よ
び
総
合

支
所
の
福
祉
健
康
課
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

長
寿
福
祉
課
（
☎
５
７
４
‐

８
５
４
４
）、
岡
部
福
祉
健
康
課

（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
４
）、
川

本
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
３
‐

２
５
３
２
）、
花
園
福
祉
健
康
課

（
☎
５
８
４
‐
１
１
２
３
）
へ

　

今
月
は
、
統
一
地
方
選
挙
（
埼

玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
・
深
谷

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
）
が
執
行

さ
れ
ま
す
。

公
共
施
設
は
全
面
禁
煙
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
月
は
統
一
地
方
選
挙

４
月
は
統
一
地
方
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す

が
執
行
さ
れ
ま
す

―
 

―
 

県
議
会
議
員
選
挙
・
市
議
会
議
員
選
挙

県
議
会
議
員
選
挙
・
市
議
会
議
員
選
挙 ― ―

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
５
７
１ ―

 

１
２
１
１
（
代
表
）

※
選
挙
当
日
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
こ

ち
ら
の
番
号
に
お
願
い
し
ま
す

　

投
票
は
、
あ
な
た
の
声
を
政
治
に

反
映
さ
せ
る
大
切
な
一
票
で
す
。
み

ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
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人
材
バ
ン
ク
に

人
材
バ
ン
ク
に

登
録
し
て
く
だ
さ
い

登
録
し
て
く
だ
さ
い

■
投
票
日
当
日
の
投
票

時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

場
所　

市
内
48
投
票
所
（
入
場
券
に

記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
必
ず
確
認
し
て

く
だ
さ
い
）

■
代
理
投
票
制
度

投
票
所
で
は
、
身
体
が
不
自
由
な
か

た
や
、
自
分
で
字
を
書
く
こ
と
が
で
き

な
い
か
た
の
た
め
に
代
理
投
票
制
度
が

あ
り
ま
す
。
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出

れ
ば
、
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。

係
員
は
、
投
票
に
関
し
て
絶
対
に

他
人
に
漏
ら
し
て
は
い
け
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
目
が
不
自
由
な
か
た
の
た

め
に
点
字
器
と
点
字
用
の
投
票
用
紙

を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
投
票

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市
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２月 20日、市民のかたを対象としたユニバーサルデザイン

講演会が開催されました。㈱ユーディット代表取締役社長の関
せき

根
ね

千
ち

佳
か

さんを講師に迎え、ご自身の経験談を交えた分かりやす

いお話を頂きました。また、深谷小学校３年生の児童と先生に

よる学習成果の発表も行われました。

３月４日に、記念すべき第 1回ふかやシティハーフマラソンが、仙元山公園陸上競技場を

発着点に開催されました。大会には、ハーフ、10キロ、５キロ、３キロ、２キロ、1キロの

計６種目 22部門に、全国から約２，６００人のランナーが参加し、思い思いの気持ちや決意

を胸に、ゴールを目指して力走しました。

　市老人クラブ連合会川本地区福寿会の皆さんに

よる、下校時の児童の安全を見守る防犯パトロー

ルが行われています。この「児童見守りパトロー

ル」活動は、安全・安心の地域づくりを目指し、

昨年暮れから始まり、児童の安全な下校の手助け

となっています。

　２月６日～９日に、長野県野沢温泉スキー場で開催さ
れた、第 44回全国中学校スキー大会に、市内中学校か
ら５人の選手が出場しました。
　厳しい県内予選を突破し、見事出場を果たした白銀の
戦士たちは、以下の皆さんです。
岡
おか

田
だ

祐
ゆ

香
か

さん（明戸中学校３年）
滝
たき

澤
ざわ

里
り

奈
な

さん（南中学校３年）
仲
なか

村
むら

圭
けい

祐
すけ

くん（南中学校３年）
仲
なか

村
むら

ひかるさん（南中学校 1年）
宮
みや

木
ぎ

亜
あ

理
り

紗
さ

さん（上柴中学校１年）

■  ユニバーサルデザインについて学ぶ

■  第1回 ふかやシティハーフマラソン開催

■  下校の安全を見守る目

■  全国中学校スキー大会出場



人
の
か
た
で
す
（
敬
称
略
）

久く

保ぼ

美よ
し

登の
り

（
榛
沢
）、茂も

て

木ぎ

誠せ
い

子こ

（
明

戸
）、
吉よ

し

田だ

秀ひ
で

男お

（
常
盤
町
）、
大お

お

澤さ
わ

穎え
い

子こ

（
折
之
口
）、大お

お

野の

勝か
つ

巳み

（
岡
）、

北き
た

村む
ら

美み

代よ

子こ
（
本
田
）、笠か

さ

原は
ら

繁し
げ

男お
（
田

中
）、
小こ

久く

保ぼ

佐す
け

孝た
か

（
瀬
山
）、
池い

け

田だ

紘ひ
ろ

子こ
（
上
柴
町
東
）、原は

ら

口ぐ
ち

博ひ
ろ
し（

東
方
）、

吉よ
し

澤ざ
わ

正ま
さ

則の
り（
本
田
）、佐さ

久く

間ま

愛あ
い

子こ
（
小

前
田
）、
松ま

つ

本も
と

健け
ん

治じ

（
武
蔵
野
）、
須す

長な
が

欣き
ん

二じ
（
北
阿
賀
野
）、本ほ

ん

田だ

嶺み
ね

子こ
（
東

大
沼
）、
鈴す

ず

木き

保や
す

秀ひ
で

（
普
済
寺
）、
新あ

ら

井い

和か
ず

子こ

（
針
ヶ
谷
）、神じ

ん

代だ
い

淑と
し

子こ

（
小

前
田
）

問
い
合
わ
せ　

人
権
政
策
課
（
☎
５

　

７
４
ー
６
６
４
３
）、
Ｌ
・
フ
ォ
ル

　

テ
（
☎
５
７
３
ー
４
７
６
１
）
へ

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
か
た
は
、
国
民
年
金
に
必
ず
加
入

し
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
齢
、
障
害
、
死

亡
な
ど
の
事
態
に
、
基
礎
的
な
生
活
の

保
障
を
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
か
た
に

共
通
の
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
期

間
が
あ
る
か
た
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加

入
期
間
分
の
年
金
が
基
礎
年
金
に
上
乗

せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

情
報
ひ
ろ
ば

IN
FO
R
M
A
T
IO
N

募　

集

募　

集

ワ
ン
ナ
イ
ト
ス
テ
イ

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

海
外
か
ら
日
本
語
国
際
セ
ン
タ
ー

（
独
立
行
政
法
人
・
さ
い
た
ま
市
）
へ

研
修
に
来
て
い
る
外
国
人
日
本
語
教

師
を
、
土
日
の
１
泊
受
け
入
れ
て
い

た
だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
受

け
入
れ
家
庭
）
を
募
集
し
ま
す
。
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
登
録
制
に
な
っ

て
お
り
、
受
け
入
れ
日
程
は
随
時
、

は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ご
都
合
の
良
い
と
き
だ
け
、
受
け
入

れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。
日

本
の
家
庭
の
生
活
や
習
慣
、
考
え
方
、

文
化
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
身
近

な
国
際
交
流
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格　

①
市
内
在
住
で
、
宿
泊

用
に
１
部
屋
提
供
で
き
る
こ
と　

②
単
身
家
庭
で
な
く
、
家
族
で
受

け
入
れ
が
で
き
る
こ
と

募
集
期
間　

４
月
27
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

政
策
推

進
課
（
☎
５
７
４
ー
８
０
９
６
）

へ
。
た
だ
し
土
・
日
曜
日
は
除
き

ま
す

平
成
19
年
度
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

採
用
試
験
お
よ
び
説
明
会

《
採
用
試
験
》

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈰
〜
５
月
11

日
㈮

一
次
試
験　

５
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

試
験
場
所　

航
空
自
衛
隊
熊
谷
基
地

（
予
定
）

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平

成
20
年
４
月
１
日
現
在
の
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

・
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
か
た

・
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
理
学
、

工
学
過
程
）
で
28
歳
未
満
（
卒
業

見
込
み
含
む
）
の
か
た

・
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
、
学
校
教
育

法
に
基
づ
く
大
学
卒
業
者
、
卒
業
見

込
み
、
ま
た
は
外
国
に
お
け
る
学
校

を
卒
業
し
た
場
合
で
大
学
卒
業
に

相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
か
た

《
説
明
会
（
随
時
受
け
付
け
）》

日
時　

１
回
目
＝
４
月
７
日
㈯
午
前

10
時
〜
正
午
、
２
回
目
＝
４
月
15

日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

熊
谷
募
集
事
務
所
、
加
須
募

集
案
内
所

内
容　

自
衛
隊
の
概
要
・
幹
部
候
補

生
制
度
の
概
要
・
幹
部
候
補
生
採

用
試
験
の
概
要

《
資
料
請
求
と
説
明
会
申
し
込
み
》

　

防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力

部
熊
谷
地
域
事
務
所
（
〠
３
６
０
ー

０
０
３
７
・
熊
谷
市
筑
波
３
ー
90
ー

１　

国
際
ビ
ル
２
階
・
☎
５
２
２
ー

４
８
５
５
）
へ講　

座

講　

座

パ
ソ
コ
ン
教
室

講座名 内　　容 と　　き 対　　象

パソコン入門 コンピューターの起
動、日本語の入力

5 月 7 日 ㈪
　　 8 日 ㈫

午前９時
～正午

EXCEL初級 表計算とグラフ作成
の基本 5 月 12 日㈯ EXCEL 入門受講済み

または同レベルのかた

のんびり入力
簡単な作品を作りな
がら、日本語入力を
マスターする

5 月 16 日㈬
     17 日㈭

パソコン入門受講済み
または同レベルのかた

メール入門
メールの送受信、ア
ドレス帳利用、ファ
イル添付など

5 月 21 日㈪
     22 日㈫ 午後1時 30分

～ 4時
日本語入力ができるか
た

WORD入門 案内文など文章の作
成

5 月 30 日㈬
     31 日㈭

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者
で
、
各
対

象
要
件
を
満
た
す
か
た

と
こ
ろ　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
深
谷
公
民
館
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

定
員　

各
講
座
先
着
18
人

参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

４
月

23
日
㈪
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
参

加
料
を
添
え
て
深
谷
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
・
深
谷
公
民
館
（
☎

５
７
１
ー
０
５
０
６
）
へ

催　

し

催　

し

第
８
回
つ
く
し
た
ん
ぽ
ぽ
春
ま
つ
り

　　

つ
く
し
の
家
や
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所

の
利
用
者
、
保
護
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
が
集
い
、
恒
例
の
春
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。
楽
し
い
催
し
物
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

４
月
21
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

と
こ
ろ　

市
立
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所

（
人
見
２
０
０
０
番
地
）

内
容　

施
設
で
作
っ
た
製
品
な
ど
の

販
売
、
ダ
ン
ス
、
音
楽
な
ど

問
い
合
わ
せ　

た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所

（
☎
５
７
２
ー
１
６
６
８
・

５

　

７
４
ー
７
０
１
３
）
へ

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

深
谷
市
立
図
書
館

■
お
は
な
し
会

と
き 

４
月
28
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
（
☎

５
７
１
ー
８
２
１
０
）
へ

岡
部
図
書
館

■
映
画
会

と
き 

４
月
21
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

内
容　
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
」、「
ド

ナ
ル
ド
と
わ
ん
ぱ
く
小
僧
た
ち
」

問
い
合
わ
せ　

岡
部
図
書
館
（
☎

５
８
５
ー
５
９
６
８
）
へ

花
園
図
書
館
（
ア
ク
ロ
ス
）

■
お
は
な
し
玉
手
箱（
お
は
な
し
会
）

と
き　

４
月
15
日
㈰
午
後
３
時
〜

■
子
ど
も
映
画
会

と
き 

４
月
８
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

内
容　
「
ラ
イ
オ
ン
そ
ら
を
と
ぶ
」、

「
ぶ
ん
ぶ
く
ち
ゃ
が
ま
」

■
鐘
撞
堂
山
ふ
る
さ
と
の
森
自
然
体

験
教
室
（
ハ
イ
キ
ン
グ
）

と
き　

５
月
12
日
㈯
午
前
９
時
〜
午

後
１
時

と
こ
ろ　

鐘か
ね

撞つ
き

堂ど
う

山さ
ん（

武
蔵
野
地
区
）

申
し
込
み　

各
図
書
館

参
加
料　

無
料
（
先
着
50
人
・
昼
食

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

協
力　

県
寄
居
林
業
事
務
所

問
い
合
わ
せ　

花
園
図
書
館
（
☎

５
７
９
ー
１
３
３
３
）
へ　

■
子
ど
も
の
読
書
週
間
行
事

４
つ
の
図
書
館
で
子
ど
も
向
け
の

図
書
の
紹
介
・
展
示
・
貸
し
出
し
を

行
い
ま
す
。

と
き　

４
月
24
日
㈫
〜
５
月
12
日
㈯

（
図
書
館
休
館
日
を
除
く
）

展
示
内
容

【
深
谷
市
立
図
書
館
】「
絵
本
で
楽
し

む
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
」

【
岡
部
図
書
館
】「
翻
訳
家　

石い
し

井い

桃も
も

子こ

作
品
展
」

【
川
本
図
書
館
】「
ク
マ
の
プ
ー
さ
ん

展
」

【
花
園
図
書
館
】「
布
の
絵
本
展
」

■
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

　

図
書
館
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
る
４
か
月
健
診
の
会
場
で
、

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紹
介
を
し
て

い
ま
す
。
お
う
ち
の
か
た
と
赤
ち
ゃ

ん
が
、
絵
本
を
介
し
て
触
れ
合
い
の

時
間
を
持
て
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

■
図
書
館
休
館
日
（
４
館
共
通
）

〔
４
月
〕
＝
２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
16

日
㈪
・
23
日
㈪

〔
５
月
〕
＝
１
日
㈫
・
２
日
㈬
・
７

日
㈪
・
８
日
㈫
・
14
日
㈪
・
21
日

㈪
・
28
日
㈪
・
31
日
㈭　

■
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.lib
.c
ity.fu

ka
ya

.sa
ita
m
a
.jp
/

幼
児
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
第
１
期
）

　

歌
や
読
み
聞
か
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
助
け
、
親
同
士
の
情
報
交
換

や
指
導
者
に
よ
る
育
児
・
教
育
相
談

も
行
い
ま
す
。

月
曜
コ
ー
ス　

５
月
７
日
か
ら
毎
週

月
曜
日
（
全
10
回
）

木
曜
コ
ー
ス　

５
月
10
日
か
ら
毎
週

木
曜
日
（
全
10
回
）

対
象　
平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
17

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

募
集
人
員　

各
コ
ー
ス
と
も
親
子
先

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市 1415

着
30
組

参
加
料　

２
，
０
０
０
円
（
中
途
参

加
・
中
途
辞
退
の
か
た
も
共
通
）

と
こ
ろ　

岡
部
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

用
意
す
る
物　

上
履
き
（
運
動
の
で

き
る
物
）

申
し
込
み　

４
月
16
日
㈪
午
前
８
時

30
分
か
ら
、
参
加
料
・
印
鑑
を
お

持
ち
の
上
、
岡
部
公
民
館
へ

問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
５
７
３
ー
９
２
８
０
）
へ

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

　

も
く
せ
い
館
の
天
体
観
測
室
に
は

20
㎝
（
フ
ロ
ー
ラ
イ
ト
レ
ン
ズ
）
の

屈
折
望
遠
鏡
が
設
置
し
て
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
使
っ
て
天
体
観
望
会
を

毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
月
は
次
の
通
り
行
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
会
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
「
春
の
星
座
を
見
る
」

と
き　

４
月
21
日
㈯
午
後
７
時
〜

（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
28
日
㈯

午
後
７
時
〜
）　

と
こ
ろ　

も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

受
け
付
け　

当
日
も
く
せ
い
館
で
受

け
付
け
ま
す
。
夜
間
の
活
動
と
な

り
ま
す
の
で
小
・
中
学
生
は
保
護

※
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

別
冊
の
「
お
し
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す

Fukaya City Information,2007.04,Japan

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

室
内
は
冷
え
込
み
ま
す
の
で
寒
さ

へ
の
備
え
（
特
に
足
元
）
を
し
て

く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

も
く
せ
い
館
（
☎

５
８
３
ー
７
７
３
３
）
へ　

生　

活

生　

活

人
権
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

人
権
問
題
で
お
困
り
の
か
た
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
相
談
無

料
・
秘
密
厳
守
）。

相
談
日　

毎
月
10
日
（
土
・
日
曜
日
・

祝
日
の
場
合
は
翌
開
庁
日
）
に
市

役
所
西
別
館
、
20
日
（
火
曜
日
の

場
合
は
翌
日
）
に
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ

で
、
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

※
「
各
種
無
料
相
談
」
の
コ
ー
ナ
ー

（
21
ペ
ー
ジ
）
に
毎
月
の
相
談
日

を
掲
載
し
て
い
ま
す

相
談
内
容　

生
活
全
般
で
感
じ
た
人

権
上
の
困
り
ご
と
・
悩
み
ご
と

相
談
員　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
人
権
擁
護
委
員
。
予
約
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん

※
市
内
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
18



【
国
民
年
金
の
加
入
者
は
３
種
類
】

●
第
１
号
被
保
険
者
＝
自
営
業
、
学

生
、
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
で
第
２
号

被
保
険
者
や
第
３
号
被
保
険
者
に

該
当
し
な
い
か
た

加
入
手
続
き　

市
役
所
保
険
年
金
課

国
民
年
金
係

保
険
料　

月
額
１
４
，１
０
０
円
（
平

成
19
年
４
月
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
）

納
付
方
法　

①
納
付
書
に
よ
り
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る　

②

口
座
振
替
に
よ
り
納
め
る　

③
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
か
ら

納
め
る
（
電
子
納
付
）

※
保
険
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
願
い

し
ま
す

●
第
２
号
被
保
険
者
＝
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
の
加
入
者
（
会
社
員
・

公
務
員
）

加
入
手
続
き　

事
業
主
が
行
い
ま
す

保
険
料  

給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す

●
第
３
号
被
保
険
者
＝
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

加
入
手
続
き　

配
偶
者
の
勤
務
先
へ

届
け
出
ま
す

保
険
料　

配
偶
者
の
加
入
す
る
厚
生

年
金
な
ど
の
制
度
全
体
が
負
担
し

ま
す
の
で
、
個
別
に
納
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん

《
希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
か
た
》

○
任
意
加
入
（
20
歳
以
上
65
歳
未
満

の
か
た
）

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
か
た
で
年

金
の
受
給
資
格
が
な
い
か
た
や
年

金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い
か
た

※
20
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
海
外
に

住
ん
で
い
る
日
本
人

○
特
例
任
意
加
入
（
65
歳
以
上
70
歳

未
満
の
人
）

※
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
か
た
で
、
65
歳
に
な
っ
て
も

受
給
資
格
が
な
い
か
た
は
受
給
資

格
期
間
を
満
た
す
ま
で
（
最
長
70

歳
ま
で
）
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

老
齢
基
礎
年
金
の

繰
り
上
げ
請
求
と
繰
り
下
げ
請
求

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
65
歳
か
ら
の

受
給
が
原
則
で
す
が
、
希
望
に
よ
っ

て
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
繰
り

上
げ
て
減
額
し
た
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
66
歳
以

降
に
繰
り
下
げ
て
、
増
額
し
た
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

支
給
率
は
次
表
に
な
り
ま
す
。

60歳
61歳
62歳
63歳
64歳
65歳
66歳
67歳
68歳
69歳
70歳

　          58%          58%
    　       65%       65%
        　    72%    72%
            　 80% 80%
 　     89%     89%
      　 100% 100%
    　 112% 112%
 　 126% 126%
　 143% 143%
　164%164%
 188% 188%

　          58%
  　       65%
    　    72%
      　 80%
 　     89%
   　 100%
  　 112%
 　 126%
　 143%
　164%
 188%

　          58%
  　       65%
    　    72%
      　 80%
 　     89%
   　 100%
  　 112%
 　 126%
　 143%
　164%
 188%

7070～75.5%75.5%
 76 76～81.5%81.5%
  82  82～87.5%87.5%
   88   88～93.5%93.5%
    94    94～99.5%99.5%
     100%     100%
  108.4  108.4～116.1%116.1%
   116.8   116.8～124.5%124.5%
    125.2    125.2～132.9%132.9%
     133.6     133.6～141.3%141.3%
      142%      142%

70～75.5%
 76～81.5%
  82～87.5%
   88～93.5%
    94～99.5%
     100%
  108.4～116.1%
   116.8～124.5%
    125.2～132.9%
     133.6～141.3%
      142%

70～75.5%
 76～81.5%
  82～87.5%
   88～93.5%
    94～99.5%
     100%
  108.4～116.1%
   116.8～124.5%
    125.2～132.9%
     133.6～141.3%
      142%

昭和16年4月1日以前に
生まれたかた
（支給率が年単位で
 変わります）

昭和16年4月2日以降に
生まれたかた
（支給率が月単位で
 変わります）

繰り上げ支給率（％）
＝100－(0.5×繰り上げ請求月から
　65歳到達月の前月までの月数）

繰り下げ支給率（％）
＝100＋(0.7×65歳到達月から
　繰り下げ申出月の前月までの月数）

繰
り
上
げ　
　
　
　

繰
り
下
げ

■ 老齢年金の繰り上げ請求と繰り下げ請求について
　

な
お
、
決
定
さ
れ
た
支
給
率
は
生

涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
繰
り
上

げ
請
求
を
し
た
場
合
、
そ
の
後
は
障

害
基
礎
年
金
が
請
求
で
き
な
い
な
ど

の
給
付
制
限
が
あ
り
ま
す
。
請
求
の

取
り
消
し
や
請
求
時
期
の
変
更
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
検
討
し
た
上

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
し
て

い
な
い
か
た
は
事
前
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
状
況
に
応
じ

て
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
「
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け

て
い
る
か
た
は
、
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
認
定
証
に
代
え
て
新
た

に
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
「
申
請
か
ら
手
続
き
の
流
れ
」
表
参
照

申
請
受
け
付
け　

４
月
２
日
㈪
〜

届
け
出
に
必
要
な
物　

①
国
民
健
康

保
険
証　

②
「
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る

か
た
は
こ
の
認
定
証

申
請
方
法　

届
け
出
に
必
要
な
も
の

を
お
持
ち
に
な
り
、
直
接
申
請
窓

口
へ

※
申
請
書
は
保
険
年
金
課
、
各
総
合

支
所
市
民
環
境
課
の
各
窓
口
に
あ

り
ま
す

申
請
窓
口
と
問
い
合
わ
せ　

保
険
年

金
課
（
☎
５
７
４
ー
６
６
４
１
）、

岡
部
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
５
ー

２
２
１
３
）、
川
本
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
３
ー
２
７
８
３
）、
花

園
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
４
ー

１
１
２
２
）
へ

基
本
健
診
・
各
種
が
ん
検
診

申
し
込
み
受
け
付
け
中
で
す

　■ 健（検）診実施時期
健（検）診名 対象者 ※ 健（検）診日

基本健診・肺がん・
大腸がん検診

30 歳以上 ５ 月 17日㈭
～７ 月 20日㈮

胃がん検診 30 歳以上 ８月 16日㈭
～ 10月 12日㈮

子宮がん検診 20 歳以上
の女性 10月 ２ 日㈫

～ 12月 10日㈪
乳がん検診 30 歳以上

の女性

　※平成 20年３月 31日現在の年齢です

※
各
区
域
の
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
し
込
み
方
法　

①
氏
名
（
か
な

氏
名
）、
②
生
年
月
日
、
③
住
所
、

④
電
話
番
号
、
⑤
希
望
さ
れ
る
健

（
検
）
診
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
お
送
り
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
広
報
３
月
号
折

り
込
み
の
チ
ラ
シ
に
付
い
て
い
る

は
が
き
で
の
申
し
込
み
は
４
月
25

日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す

※
申
し
込
み
は
各
健
（
検
）
診
日

の
前
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
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で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

50
歳
以
上
の
か
た
は
、
社
会
保
険
事

務
所
で
年
金
額
の
試
算
が
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
５
２
２
ー
５
２
１
１
）、

保
険
年
金
課
（
☎
５
７
４
ー
６
６

　

４
１
）、
岡
部
市
民
環
境
課
（
☎

５
８
５
ー
２
２
１
３
）、
川
本
市

　

民
環
境
課
（
☎
５
８
３
ー
２
７
８

　

３
）、
花
園
市
民
環
境
課
（
☎
５

　

８
４
ー
１
１
２
２
）
へ

70
歳
未
満
の
か
た
は

入
院
前
に
必
ず
申
請
を
！

窓
口
で
の
医
療
費
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す

市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者
の
か
た
が
保
険
医
療
機

関
に
掛
か
る
と
き
、
か
か
っ
た
医
療

費
の
３
割
（
３
歳
未
満
は
２
割
）
を

窓
口
で
自
己
負
担
し
ま
す
。

平
成
19
年
３
月
ま
で
は
70
歳
未
満
の

か
た
が
入
院
し
た
と
き
、
医
療
費
の
３

割
（
３
歳
未
満
は
２
割
）
を
窓
口
で
全

額
負
担
し
、
あ
と
か
ら
の
申
請
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
た
額
を
超
え
た
分
が
高
額

療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
19
年
４
月
か
ら
は
、
所
得
区
分
に
応

じ
た
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
入
院

時
に
保
険
医
療
機
関
へ
提
示
す
る
こ
と
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が
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す

※
前
年
度
受
診
さ
れ
た
か
た
に
は
、

各
健
（
検
）
診
前
に
、
健
（
検
）

診
の
受
診
票
を
郵
送
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

深
谷
市

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
７
５
ー
１

１
０
１
・

５
７
４
ー
６
６
６
８

・

h
o
ke
n
@
c
ity.fu

ka
ya
.sa

ita
m
a
.jp

）、
岡
部
福
祉
健
康
課

（
☎
５
８
５
ー
２
２
１
４
）、
川
本

福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
３
ー
２
５

３
２
）、
花
園
福
祉
健
康
課
（
☎

５
８
４
ー
１
１
２
３
）
へ

そ
の
他

そ
の
他

携
帯
電
話
な
ど
か
ら
の
１
１
９
番

通
報
シ
ス
テ
ム
を
開
始
し
ま
す

深
谷
市
消
防
本
部
で
は
、
４
月
１

日
か
ら
、
携
帯
電
話
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か

ら
の
１
１
９
番
通
報
の
際
に
、
通
報

者
の
位
置
情
報
を
通
知
す
る
シ
ス
テ

ム
を
県
内
で
い
ち
早
く
導
入
し
ま
す
。

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
に
関
し

て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
の
無
い
機
種
か
ら

の
発
信
な
ど
、
諸
条
件
に
よ
り
場
所

が
特
定
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
通
報
の
際
は
口
頭
で
住
所
や

近
く
の
目
標
物
を
お
伝
え
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
指
令
課

（
☎
５
７
１
ー
０
１
１
９
）
へ

火
災
な
ど
消
防
情
報
の

火
災
な
ど
消
防
情
報
の

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

火
災
・
救
助
・
日
曜
や
祝
日
の
病

院
な
ど
の
情
報
の
問
い
合
わ
せ
は
、

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０
‐
９

き
ゅ
う

９き
ゅ
う‐

４し

９
き
ゅ
う

４よ

４し

※
自
宅
電
話
や
携
帯
電
話
に
登
録
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
指
令
課

（
☎
５
７
１
ー
０
１
１
９
）
へ

で
、
窓
口
で
の
自
己
負
担
が
最
初
か
ら

必
要
最
低
限
に
抑
え
ら
れ
、
多
額
の
現

金
を
支
払
う
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

認
定
証
の
交
付
に
は
あ
ら
か
じ
め
申
請

が
必
要
で
す
。

な
お
、
通
院
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
通
り
、
後
か
ら
の
申
請
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
た
額
を
超
え
た
分
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　■ 保険医療機関の窓口に提示するもの
所得区分 平成19年３月まで 平成19年４月から

上位所得者 ・被保険者証
・被保険者証
・限度額適用認定証

一般
（住民税課税世帯）

・被保険者証
・被保険者証
・限度額適用認定証

住民税非課税世帯
・被保険者証
・標準負担額減額認
定証

・被保険者証
・限度額適用・標準
負担額減額認定証

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
は
、
国
民

健
康
保
険
税
の
滞
納
の
な
い
世
帯
に

交
付
さ
れ
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税

を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
は
、
こ
れ
ま

で
通
り
医
療
機
関
の
窓
口
で
自
己
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
に

は
前
年
度
の
所
得
状
況
の
確
認
が
必

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
の
ご
案
内

※
通
話
料
の
み
で
、
情
報
料
は
か
か
り
ま

せ
ん

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０
ー
９き

ゅ
う
き
ゅ
う
よ
ぼ
う
さ
い

９
４
４
３
１

■ 

広
報
ふ
か
や
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２
月
の
善
意

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
２
月

の
寄
付
金
は
、
６
件
で
２
７
８
，

９
３
１
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議

会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ

被保険者
（70歳未満のかた）

　保険者
　（国保） 医療機関

①医療費の３割
（30万円）を支払い

　③高額療養費
（約21万円）の支給

②高額療養費
　の支給申請

被保険者
（70歳未満のかた）

　保険者
　（国保） 医療機関

④療養の給付

⑥高額療養費などの請求

⑦高額療養費（約21万円）
　などの支給

②認定証交付 ①認定証
　交付申請

③保険証・認定証提示

⑤自己負担限度額
(約９万円)を支払い

平成19年
３月まで

平成19年
４月から

（例）・入院
　　　・医療費100万円
　　　・住民税一般課税の世帯の場合

■ 申請から手続きの流れ
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健健
康康

みみ
んん
なな
のの

休日急患診療所 こども夜間診療所

 ４月１日・８日・15日・22日・29日・30日
診療日

 ４月１日・７日・８日・14日・15日・21日・22日・
　 28日・29日・30日

 ５月３日・４日・５日・６日・13日・20日・27日 ５月３日・４日・５日・６日・12日・13日・19日・
　20日・26日・27日

午前 9 時～正午・午後 2 時～ 5時 診療時間 午後 7時～10 時
内科・小児科・外科 診療科目 小児科・内科
診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町・☎573－7723）です
※携帯電話から検索できます　 http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

1819

健健
康康

みみ
んん
なな
のの

Fukaya City Information,2007.04,Japan

とき 休日診療医院名 問い合わせ
４月15日㈰ 矢部耳鼻咽喉科 ☎ 574 － 3535
　　29日㈷ 神足眼科医院 ☎ 574 － 6754
５月３日㈷ 吉田眼科医院 ☎ 585 － 2054

事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室 ４月 10 日㈫
５月８日㈫

（受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3～ 4か月児　※1週間前までに要電話
予約（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）

4か月児健康診査

４月 17 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年 11 月 27 日～ 12 月 ５日生まれ

４月 27 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年 12 月 ６ 日～ 12 月 15 日生まれ

５月 11 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年 12 月 16 日～ 12 月 27 日生まれ

1歳 6か月児
健康診査

４月 19 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 17年  ９月 16 日～  ９月 30 日生まれ

５月 10 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 17 年 10 月  1 日～ 10 月 15日生まれ

3歳児健康診査
４月 26 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 15 年  ９月 16 日～ ９月 30 日生まれ

５月 17 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 15 年 10 月  1 日～ 10 月 15日生まれ

乳幼児相談 ４月 23 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後 1時～ 4時

身長・体重の測定、子育てや栄養に関する相談
※午後は要電話予約

子育ての広場 ４月 23 日㈪ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

健康・不妊・
介護・禁煙相談

毎週月～金曜日
（祝日を除く） 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 ※要電話予約

成人健康相談 ４月 18 日㈬ 午後 1時 30 分～ 2時 30 分 市内にお住まいのかた

こころの健康相談 ４月 10 日㈫ （受け付け：午後 2時～ 3時 50 分）
精神的不安や対人関係、お酒に関する悩み、心の
病気などや福祉制度などについて相談のあるかた
※要電話予約

ポリオ ４月 23 日㈪
24 日㈫

（受け付け：午後 1時～ 2時） 初回　平成 18 年 ７月 １日～ ９月 30 日生まれ

　　　　　　　　　　■会場は総合健診センターです

BCG接種 ４月 16 日㈪ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 18 年 12 月 16 日～平成 19 年 1 月 15
日生まれ■会場は総合健診センターです

●岡部保健センターの保健事業　（☎585― 2214）　岡部福祉健康課

●深谷市保健センターの保健事業　（☎575― 1101）

事業名 実施日時など 対象者など

4か月児健康診査 ４月 24 日㈫　 （受け付け：午後 1時～ 2時）
川本・花園区域の平成 18 年 11 月・ 12 月生まれ

■会場は花園保健センターです                  　　　　

３歳児健康診査 ４月 10 日㈫　 （受け付け：午後 1時～ 2時） 川本・花園区域の平成 15 年 9 月・ 10 月生まれ

乳幼児相談 ４月 11 日㈬
５月 11 日㈮

午前 10 時～ 11 時 30 分
午後 1時～ 4時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

子育ての広場 ４月 11 日㈬
５月 11 日㈮ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の

交流の場としてお部屋を開放

マタニティ教室
４月６日㈮

13 日㈮
21 日㈯

（受け付け：午前 9時 30 分～、
 21 日㈯は午前９時 20 分～）

おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母　※要電話予約

BCG接種

４月 ３ 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 川本・花園区域の平成 18 年 12 月生まれ■会場は川本保健センターです
５月 ８ 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 川本・花園区域の平成 19 年 １月生まれ■会場は花園保健センターです

事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室 ４月 24 日㈫ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3～ 4か月児　※要電話予約
（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）

1歳 6か月児
健康診査 ４月 18 日㈬ （受け付け：午後１時～２時） 平成 17 年  ８月・ ９月生まれ

乳幼児相談 ４月 23 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時 ※午後は要電話予約

■会場はおかべ子育て支援センター（みらい幼児園内）です

子育ての広場 ４月 23 日㈪ 午前 10 時～午後 4 時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

■会場はおかべ子育て支援センター（みらい幼児園内）です

マタニティ教室
４月６日㈮

13 日㈮
21 日㈯

（受け付け：午前 9時 30 分～、
 21 日㈯は午前９時 20 分～）

おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母　※要電話予約（花園保健センターへ）

成・老人健康相談
４月６日㈮ 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

市内にお住まいのかた
■会場は岡部荘です

BCG接種
４月 16 日㈪ （受け付け：午後 1時～ 2時）

平成 18 年 12 月 16 日～ 平成 19 年 1月 15 日生まれ
■会場は深谷市総合健診センターです

●川本保健センターの保健事業　（☎583― 2532）　川本福祉健康課

●花園保健センターの保健事業　（☎584― 1123）　花園福祉健康課

事業名 実施日時など 対象者など
4か月児健康診査 ４月 24 日㈫　 （受け付け：午後 1時～ 2時） 花園・川本区域の平成 18 年 11 月・ 12 月生まれ

３歳児健康診査 ４月 10 日㈫　 （受け付け：午後 1時～ 2時） 花園・川本区域の平成 15 年 9 月・ 10 月生まれ

乳幼児相談 ４月９日㈪
５月７日㈪

午前 10 時～ 11 時 30 分
午後 1時～ 4時

未就学児とその保護者　
※午後は要電話予約

子育ての広場 ４月９日㈪
５月７日㈪ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の

交流の場としてお部屋を開放

マタニティ教室
４月６日㈮

13 日㈮
21 日㈯

（受け付け：午前 9時 30 分～、
 21 日㈯は午前９時 20 分～）

おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母　※要電話予約

老人健康相談
４月 19 日㈭ 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

市内にお住まいの高齢者■会場は花園荘です

ポリオ ５月 ９ 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 初回：花園区域の平成 18 年 ７月 ～ 12 月生まれ
追加：花園区域の平成 18 年 １月 ～ ６月生まれ

ＢＣＧ接種

４月 ３ 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 花園・川本区域の平成 18 年 12 月生まれ■会場は川本保健センターです
５月 ８ 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 花園・川本区域の平成 19 年  1 月生まれ■会場は花園保健センターです

とき 休日診療医院名 問い合わせ
４月１日㈰ 石川アイクリニック ☎ 572 － 6315

　　８日㈰
清水眼科医院 ☎ 581 － 0378
石川医院耳鼻咽喉科 ☎ 571 － 0038

※変更になる場合があります　

■会場は花園保健センターです
眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院

休日急患の診療

■会場は花園保健センターです

■会場は花園保健センターです
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相談名 内容 とき ところ 問い合わせ

教育
子どもの非行や不登校、
いじめなど、学校生活上
の悩み

電話相談・来所相談ともに毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
ファックス・Ｅメールは 24 時間受け付け

教育庁舎内教育研究所
学校教育課
（教育研究所）
☎ 572 － 9456

フリーダイヤル・ 0120－4－78374　 e-net@city.fukaya.saitama.jp
家庭・児童・
母子

家庭、育児、不登校などの
相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～午後 4時 市役所家庭児童相談室 児童課

☎ 574 － 6646

行政相談 行政に関する苦情など

４月４日㈬・18 日㈬ 、５月２日㈬ 
午前 9時～正午 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633
４月 19 日㈭、５月 17 日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
４月 11 日㈬、５月９日㈬
午前 9時～正午 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
４月３日㈫、５月１日㈫
午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

法律相談
相続、離婚、金銭貸借、
商取引などの法律に関す
ること

毎週火曜日（祝日を除く）午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士

相談を希望される場合は、
担当課までご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

４月 ５ 日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
５月 18 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
４ 月 20 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

市民相談 市民生活全般 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時 30 分～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝市民相談員 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633

消費生活 商品契約に関する苦情など 毎週水・金曜日（祝日を除く）
午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時　担当＝消費生活相談員

相談を希望される場合は、
担当課までご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

悪質商法
110番

悪質商法に関する相談および
クーリングオフの仕方など

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝くらしいきいき課職員 電話により随時受け付け くらしいきいき課

☎ 574 － 8527

税務 税理士による税一般に関す
る相談

４月 20 日㈮
午前 10 時～午後 4時　担当＝税理士会会員 市役所西別館 201 会議室 市民税課

☎ 574 － 6637

人権
人権擁護委員による、生活
全般で感じた人権上の困り
ごとや悩みの相談

４月 10 日㈫
午前 10 時～午後３時 市役所西別館 303 会議室 人権政策課

☎ 574 － 6643
４月 20 日㈮
午前 10 時～午後３時 Ｌ・フォルテ２階相談室 Ｌ・フォルテ

☎ 573 － 4761
L・フォルテ

相談室 心や体、ＤＶの悩みなど ４月 21 日㈯
午前 11 時～午後３時　予約制 Ｌ・フォルテ２階研修室 B Ｌ・フォルテ

☎ 573 － 4761

内職・就職・
求人

・内職に関する仕事の紹介
・就職に関する相談
・求人情報の提供

毎週月・木曜日＝午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時
（いずれも祝日を除く）　内職・就職は予約制

産業会館３階商工振興課隣の
会議室

商工振興課
☎ 574 － 6650

結婚 結婚に関する相談、紹介
など

４月５日㈭・15 日㈰
午後 1時～ 3時 深谷コミュニティセンター 社会福祉協議会

☎ 573 － 6563

各　種　無　料　相　談各　種　無　料　相　談

相談名 内容 検査 とき ところ 問い合わせ

エイズ相談・
　　　エイズ検査

エイズなどに関する相談と血液
検査　予約制
※原則無料・匿名可
※即日検査は採血後60分で結果が
分かります

※通常検査ではＢ・Ｃ型肝炎、梅毒
検査（無料）、クラミジア検査（有料）
も受検できます

エイズ即日検査 ４月 ５日㈭・５月 10 日㈭
午後 1時～ 3時

熊谷保健所 熊谷保健所
☎ 523 － 2811

エイズ検査（夜間） ４月 ５日㈭・５月 10 日㈭
午後 5時 30 分～6 時 30 分

通常検査
４月 24 日㈫
午前 10 時～ 11 時
午後 5時 30 分～6 時 30 分

精神保健福祉相談 精神科医師による精神保健福祉
に関する相談　予約制

５ 月８ 日㈫
午後 1時～ 2時 熊谷保健所 熊谷保健所

☎ 523 － 2811

県民法律相談 弁護士による法律相談　予約制 毎月第 1・第 3水曜日
午後 1時～ 4時

県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506

県民相談・
　　交通事故相談 家庭の困りごとや交通事故相談 毎週月～金曜日

午前 9時～午後 4時
県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506（県民相談）
☎ 521 － 7300（交通事故相談）
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 男女共同参画
だんだん徐々に 「ワーク・ライフ・バランス」とは

暮らしの
アドバイス
相談

　今、社会のさまざまな分野で、「働く」という形が大きく変化しています。
　企業のグローバル化・IT 化によるビジネス形態の変化、人々の「仕事優先」から「ゆとりを持っ
た生活へ」という意識の変化、そして、男女共同参画社会の実現に向けた取り組みや少子化対策など、
企業経営の面からも暮らしの面からも、新しい取り組みが求められています。
　そうした状況の中、働く人が「仕事」と「私生活」をバランスよく両立させ、個人の能力を最大
限に発揮させることにより、生産性を向上させようという「ワーク・ライフ・バランス」の取り組
みが生まれました。

男女共同参画に関するお問い合わせは、
L・フォルテ（人権政策課男女共同参画係・☎ 573－4761・火曜日休館）へ

　特に「働く女性」の仕事と家庭・育児の両立の目的から注目されてき
た考え方で、企業が経営上の戦略として、従業員の「仕事」と「私生活」
のバランスを保つための支援をすることで、生産性の向上、優秀な人材
の確保などにつながり、経営的メリットが多いと認識されてきています。
　最近では、女性だけでなく、長時間労働の多い日本の男性の働き方の
見直しや、男性の意識改革を進める意味でも取り組みが広がってきてい
ます。
　まさに、男女共同参画社会実現に向けて欠くことのできない大切な考
え方です。

■ 深谷市子どもの虐待防止ホットライン（市役所家庭児童相談室内）■ 深谷市子どもの虐待防止ホットライン（市役所家庭児童相談室内）　　
 　虐待が疑われる子どもを見つけた場合は、 ホットライン（☎574－ 3000）へご連絡ください。
■ L・フォルテ子育て支援軽運動室開放■ L・フォルテ子育て支援軽運動室開放
 　子育て中のかた、お子さんを一緒に遊ばせたり、情報交換をしたりしませんか？
とき　毎週水曜日午後１時～４時　ところ　Ｌ・フォルテ軽運動室　対象　未就学児とその保護者
問い合わせ　Ｌ・フォルテ（☎573－4761・火曜日休館）へ



2223

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター はじめの一歩は子育て支援センターで !!
桜ヶ丘・藤沢・豊里・おかべ子育て支援センター
○以下の事業は予約制です　　4月 17日㈫ 午前 9時から電話でお申し込みください

受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

藤沢子育て支援センター
☎ 551 － 5055

スマイルベビー 親子で触れ合える遊びを楽しもう！
藤沢子育て支援センター
 5 月 17日㈭
 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

1 歳半未満児

先着 25 組

無料

ベビービクス 赤ちゃんとたっぷりスキンシップをとっ
て、体をほぐして遊んであげましょう

藤沢生涯学習センター・藤沢公民館
 5 月 24日㈭
 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

先着 30 組

豊里子育て支援センター
☎ 587 － 1170

のびのび学級
（全2回）

1 回目
小麦粉粘土を作って遊ぼう！

豊里子育て支援センター
 5 月 10日㈭
 午前 10 時 30 分～正午

平成 17 年 4月～
9月生まれのお子
さんと保護者
（2回とも参加でき
るかた）

先着 20 組2回目
お外で元気に遊ぼう！

豊里子育て支援センター
 5 月 19日㈯
 午前 10 時 30 分～正午

学級終了後、サークルを作って活動してみませんか？
活動場所など、スタッフがアドバイスします

おかべ子育て支援センター
☎ 585 － 4101

給食体験 給食を食べながら栄養士が食事や
栄養について相談に応じます

おかべ子育て支援センター
 5 月 10日㈭
 午前 11 時～正午

離乳食を終了し
ている親子 先着  7 組 親 300 円

子 250 円

ヨガ教室 ヨガで子育ての疲れをリフレッシュし
ませんか？

おかべ子育て支援センター
 5 月 19日㈯
 午前 10 時～ 11 時 30 分

幼稚園や保育園
に通っていない未
就学児と保護者

先着 20 人 無料

○以下の事業は予約は必要ありません
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

各子育て支援センター
に直接お越しください

積み木教室
（世代間交流）

みんなで楽しく、ひのきの積み木で遊
びましょう!!

おかべ子育て支援センター
 5 月 12日㈯
 午前 10 時～ 11 時 30 分

－

人数の制
限はありま
せん

無料

わくわく教室 親子でたっぷりスキンシップをとって
遊べるひとときです

桜ヶ丘子育て支援センター
毎週水曜日（4月4日を除く）
午前 10 時 30 分～ 11 時
午前 11 時 10 分～正午

1歳半未満児
1歳半以上児

おかべ子育て支援センター
第 1・3・5水曜日（4月4日を除く）
午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
第 2・4水曜日
午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

1 歳半未満児

1歳半以上児

藤沢子育て支援センター
豊里子育て支援センター
毎週水曜日（4月4日を除く）
午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

幼稚園や保育園
に通っていない未
就学児と保護者

おはなし教室 豊かな心を育む絵本の読み聞かせ
です

桜ヶ丘子育て支援センター
第 1・3・5金曜日（4月6日を除く）
午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
第 2・4金曜日
午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

1 歳半未満児

1歳半以上児

おかべ子育て支援センター
第 1・3・5金曜日（4月6日を除く）
午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
第 2・4金曜日
午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

1 歳半以上児

1歳半未満児

藤沢子育て支援センター
豊里子育て支援センター
毎週金曜日（4月6日を除く）
午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

幼稚園や保育園
に通っていない未
就学児と保護者

育児相談 子育ての悩みを一緒に考えましょう
各子育て支援センター
毎週火・木・土曜日
(随時相談に応じます）

広場 事業の無い時間、子育て支援セン
ターを開放しています

各子育て支援センター
午前 9時～正午
午後 1時～ 4時 30 分
（詳しくはお問い合わせください）

※子育て支援センターは、日・月曜日、祝日はお休みです
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ま
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）

※渋澤栄一が残したとされる「夢
ゆめしちくん

七訓」より。「夢なかるべからず」は「夢を持たないといけません」という意味。 笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市
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「
広
報
ふ
か
や
」
は
再
生
紙
・
環
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や
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し
い
大
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油
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ク
を
使
用
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て
い
ま
す ■  発行／深谷市役所（秘書室　埼玉県深谷市仲町11番1号　☎571-1211・ 574-8531）

■  http://www.city.fukaya.saitama.jp/　 http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
深谷市公式
モバイルサイト

ガーデニングに
欠かせないレン
ガの扱い方を、
ドイツ人講師から直接学べま
す。お庭づくりのポイントの
お話も。

コンテスト作品を見本展示。
深谷産レンガを使ったミニ
ガーデンコンテストやハンギ
ングバスケットなどの作品を
一挙展示。

お手ごろ価格で各種ガーデニ
ング教室が楽しめます。事前
予約受け付け中！
詳細は広報ふかや 3月号（裏
表紙）をご覧ください。

花で飾られた特設ステージ
でのアマチュアによる各種パ
フォーマンスも必見！花に囲
まれ、おいしいものを食べなが
らのんびりお楽しみください。

会場内に設けられた「フォト
スポット」で花に囲まれ、は
いチーズ！

会場内に設けたポイントを
回って花苗をゲット！

花をテーマにした各種カル
チャー教室。この機会にあな
たも挑戦してみませんか。
■絵手紙教室
■ボトルフラワー教室
■押し花教室
■トールペイント教室

煮ぼうとうなど、おいしいも
のがいっぱいのガーデンレス
トラン。花を見ながらゆっく
りご賞味ください。

山野草独特の清楚な花の癒
い

や
しの空間をお楽しみください。

花や植木の産地深谷ならでは
の産直価格で良質の花苗や苗
木を販売！

会場内を飾った花をすべてせ
り市にかけます。花苗、切り
花、苗木など、あなたの一声
でせり落とし！

●とき　5月9日㈬･30日㈬、
7 月 4 日㈬午前 9 時 30 分
～ 11 時 30 分

●ところ　埼玉県農林公園（深
谷市本田）内ハウス

●定員　30 人
※応募多数の場合は抽選の
上、全員に結果を通知し
ます

●対象　市内在住在勤者
●受講料　3,000 円
●申し込み　4月 10 日㈫～ 23
日㈪までに、電話でガーデ
ンシティふかや推進室（☎
551 － 5551）へ

ガーデニングに
チャレンジ

フォトスポットで
記念写真

花めぐり
スタンプラリー

ステージイベントも
必見！

楽しい教室が
いっぱい

花よりだんごも
結構

花や植木も
産直価格で

恒例「せり市
いち

」
今年もやります

毎年大好評！とってもお得なツアー！
●とき　5月 17 日㈭
　午前 8 時 30 分出発、午後
5時帰着予定

●ところ　グッドウィルドー
ム（旧西武ドーム）

●参加料　4,000 円（交通費、
入場料、保険料、昼食代）

●募集人員　150 人
※応募多数の場合は抽選の上、
全員に結果を通知します

●申し込み　4 月 9 日㈪～ 5
月 1 日㈫までに、電話で
ガーデンシティふかや推
進室（☎ 551 － 5551）へ

深谷駅前のステイションガー
デンをはじめ市内各所でガー
デニング活動を展開していま
す。誰でも気軽に参加できる
ボランティア活動ですので、
興味のあるかたは、ガーデン
シティふかや推進室へご連絡
ください。

あなたも仲間に入りませんか
今年は 68 軒のお庭を無料公
開します。各オーナーが丹
精込めて作り上げた庭、花を
見ながらオーナーとお話しす
るのもオープンガーデンの楽

しみの一つで
す。当日は混
雑が予想され
ますので、自
家用車での見

学はお控えください。ご見学
は、花めぐりバスやツアーバ
スをご利用ください。

深谷オープンガーデンフェスタ開催

レンガ積み
体験教室

市民の力作が
勢ぞろい

春の山野草展
（主催：深谷山野草会）

種から育てて、
ハンギングバスケットづくり

①5 / 9 ㈬　種からの栽培方法・ペチュニアの種まき
②5 /30㈬　苗を移植するための土作りと苗の移植
③7 / 4 ㈬　育てたペチュニアでハンギングバスケットづくり

※期間中の管理は、公園内ハウスで先生が行います

今回は、栽培教
室ということ
で、ペチュニア
（超ミニ輪花）
を種から育て
てハンギング
バスケットを
作ります。5 ～
7月までの 3回コースです。

大
おお
嶋
しま
 仁
ひとし
 先生

国内最大規模のバラの祭典

国際バラと
　ガーデニングショウ

見学バスツアー見学バスツアー

[ 交通費、入場料、保険料、昼食付き ] 

お待たせしました 29日㈷・30日㉁開催！

と　き：4月２９日㈷　午前9時～午後4時
　　　　　　３０日㉁　午前9時～午後3時
ところ：深谷城址公園（メーン会場）ほか

お一人様 ￥4,000

http://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm
ガーデンシティふかや推進室　☎ 551 － 5551

ガーデンシティニュース
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